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が接続されています。このプリント基板はマルチモード QRSS/WSPR送信機 

“Ultimate2”（訳者注 “Ultimate3”にも）に適合するように設計されていますが、勿論

他のQRP送信機にも活用できます。また、LPF用リレー切替機（relay-switched LPF 

kit）に実装できます。キットはC0G(低温度係数/訳者注 温度範囲：-55〜125℃、

温度係数：0±30ppm/℃以内)の⾼品質低⾼周波損失コンデンサを利用しています。 

3. 部品表 
各バンドの部品表は下表を参照してください。コンデンサの単位は、特記なき場合は(pF)

で600mと2200mは (nF)です。コイルは Toroid欄に記載されたトロイダルコアに巻くコ

イルの巻き数（ターン数）で記載されています。 

 

次表は上記の表と同じ内容をコンデンサのマーキングで記載したものです。コンデンサのマ

ーキングは通常3桁で、最初の二桁が仮数部、3桁目が指数部で、単位は(pF)です。例え

ば “560” = 56pF, “271” = 270pF , “472” = 4700pF (4.7nF)等。 マーキング

を読み取るときは拡⼤鏡や⾍眼鏡を利用してください。 
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トロイダルコアの接続が少しわかりにくいですが、下図の赤い線の位置に実装するようにして

下さい。

注) 

110pF

す。 

5. 
LF

値のコンデンサを正しい位置に実装するように注意してください。コンデンサのリードは

フォーミングされているので、リードを真っ直ぐに伸ばして

ださい。

LF

線が重なるようにコイルを巻いてインダクタンスを測定しました。測定結果を

います。（参考を参照のこと。）実際の測定値と理論値はよく一致しています。

コイルの良い巻き方は

トロイダルコアの接続が少しわかりにくいですが、下図の赤い線の位置に実装するようにして

下さい。 

) G-QRP web page

110pFの⼊手性に問題があったため

 

5. LF(600m and 2200m)
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線が重なり、そして巻線の最初と最後に間隙を設けるように巻くと良いでしょう。この方法で

巻くともっとも理論値に近いインダクタンスを得ることができるようです。例えば、54uHのコイル

を製作するために105回の巻線を製作するとき、コアの円周の約1/4毎にそれぞれ約26回

（原文では21回になっている）巻線が重なるように巻きます。このように巻けば巻き数の分

布は⼤体均等になります。 

105回の巻線のための線材⻑は約2mにもなります。2mの巻線を105回巻くことは本当

にしんどいことであることをお忘れなく。私は最初にトロイダルコアを巻線の真ん中まで持って

⾏って巻き始めます。まずは半分の巻線を巻きます。一回、2回、3回…。巻き終わったら残

りの半分を巻きます。コイルのできばえは同じですが、2mの線を巻くことを思えば半分の1m

の線を巻く方が楽です。 

キットに含まれる巻線は巻き数に応じて予め必要な⻑さ（若⼲の余裕を⾒ています）に

切断されています。（例えば 2200mのキットの巻線はそれぞれ約2mです。） 

もし、LCメータをお持ちでしたら指定の回数よりも10回ほど多く巻いて、必要なインダクタンス

になるように巻線を減らしていくと良いでしょう。しかしながら、指定の回数のコイルを作ればま

ったく測定しなくとも⼤丈夫です。 

6. 参考 
最新の情報は、キットのWEB http://www.hanssummers.com/lpfkit をご参照く

ださい。 
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The G-QRP clubのLPF デザインページ。http://www.hanssummers.com/lpfkit 

Yahooグループ http://groups.yahoo.com/group/qrplabs/ に参加してください。

Yahooグループではキットの最新情報、障害解決方法や改良策、そしてこのキットの楽しさ

を皆で共有しています。  

 

翻訳者から。 

本翻訳は G0UPL Hans Summer氏の許可を得て、原意を損なわない範囲で日本

語に意訳したものです。翻訳の著作権は 北村 透 / Toru / JG1eiQが保有します。再

配布、WEBへの転載はご遠慮願います。  http://www.hanssummers.com 及

び関連WEBにリンクを貼られるのが良いと思います。本文書はG0UPL Hans Summer

氏の活動を応援するために作成致しました。キットの製作や利用方法についてご質問頂い

ても、回答は致しかねます。 

⼗分に注意を払いましたが、誤りがあるかもしれません。必ず、原文を参照してください。本

文書が原因で発生した直接的/間接的ないかなる被害に対し私は責任を負いません。

（例えば本文に誤りがあり、それが原因でキットがうまく組みたてられなくとも責任は負いませ

ん。） 
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